
医療機器の開発動向 

長野県知財総合支援窓口 久保 順一  
 
１．はじめに  

新型コロナウイルス等の未知な病原菌や少子高齢化等に伴

い、医療機器の重要性が増しています。  
 医療機器とは、「人若しくは動物の疾病の診断、治療若しくは

予防に使用されること、又は人若しくは動物の身体の構造若し

くは機能に影響を及ぼすことが目的とされている機械器具等

（再生医療等製品を除く。）であつて、政令で定めるものをい

う。」と定義付けられています（医薬品医療機器等法）。ハサミや

メスなどの手動機器から、ＭＲＩ等の大型機器、さらには人体

に埋め込むペースメーカーや人工関節等まで幅広くあります。

また、メガネ、補聴器、血圧計等日々の生活に密着したものもあ

ります。 
 医療機器は人体に大きな影響を及ぼすものであるため、内容に応じて複数に分類

され、それぞれについて製造・販売・使用管理を確実に行うように規制がされてい

ます。そして、常に安全性、治療等への効果・高度性が要求され、技術開発が行わ

れてきました。そこで、本稿では医療機器の開発動向について知的財産面から調査・

考察を行います。  
 
２．特許出願動向  
 医療機器の特許出願動向を確認しました（薬

剤は除きます）。  
（１）全出願件数（第１図） 
 出願は１９９０年代後半から増え始め、２０

０４年をピークにその後は１７０００件前後が

続いています。（なお、２０２０年は大幅に減少

しました。）  
 そして注目されることは、出願に対する登録

率（登録件数）の増加であり、１９９０年代は

４０％前後であったものが現在は６０％代後半

で、出願に対して約３分の２が登録されていま

す。全分野における全国平均５５％に対して１０％以上高くなっています。これは、

重要な技術であるために審査請求率が高まっていると共に、技術が進歩している表

れであると思われます。 
 なお、長野県内の出願件数は年１００件前後が続いています。 
（２）技術分類別出願件数（第２，３図） 
 特許分類は、（大きくまとめると）以下のようになっています。（第２図）  
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第１図 全出願件数 



 
第２図 医療機に関する特許分類の概要  

分 類 内 容（概要）  
Ａ６１Ｂ 診断；手術；個人識別 
Ａ６１Ｍ 人体の中へ、または表面に媒体を導入する装置 
Ａ６１Ｆ 血管へ埋め込み可能なフィルター  
Ａ６１Ｌ 材料またはものを消毒・殺菌するための方法または装置  
Ａ６１Ｎ 電気治療；磁気治療；放射線治療；超音波治療 
Ａ６１Ｈ 物理的な治療装置（マッサージ、電気治療等） 
Ａ６１Ｊ 医療または製剤や服用のために適合させた容器や投与装置  
Ａ６１Ｃ 歯科；口腔または歯科衛生 
Ａ６１Ｇ 病人または身体障害者に特に適した輸送、乗物、椅子等  

 
① 前記分類別の出願動向を第３図に示します。 

A６１Ｂ（診断；手術；個人識別）の件数

が多いと共に、１９９０年代後半から２０

０４年にかけて急増しています。同様な傾

向の分類が多いものの、Ａ６１Ｔ（材料また

はものを殺菌するための方法または装置）、

Ａ６１Ｈ（物理的な治療装置）並びにＡ６１

Ｃ（歯科;口腔または歯科衛生）は減少傾向

にあります。  
② 各分類の件数比率を１０年単位で確認  
したところ、２０００年以前と、２０１０年

以降のそれぞれはほぼ同様の比率ですが、

両者には相違点のあることが確認されました。２０１０年以降はＡ６１Ｂ（診断；

手術；個人識別）が１１％増え、反面、Ａ６１Ｌ（消毒・殺菌）が５％減少していま

す。（第４図、第５図） 
 第４図 ２０００年の分類内訳       第５図 ２０１９年の分類内訳  
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第３図 分類別出願件数 
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３．コロナ禍による変化 
 新型コロナ菌は２０１９年末に中国で発見され、２０２０年初旬に日本でも感染

が確認されました。そこで、２０１９年以降の特許・商標の医療機器に関する出願

動向を月ごとにまとめてみました。  
（１）特許出願件数（第６図）  
 医療関係全体（薬剤を含む）と医療機器の特許出願動向を第６図に示します。そ

の結果、２０００年４月頃から大きく減少していることが確認されます。これは、

開発行為を行うこと自体が困難になったことを表していると推定されます。  
 

（２）消毒・殺菌について（第７図）  
 長期的には消毒・殺菌関係（Ａ６１Ｌ）は減少傾向が続いていました。しかし、

２０２０年３月頃から急激に増え、２０２０年は２０１９年よりも３５％の増加に

なっています。これは、コロナ禍で注目且つ必要とされた技術であることの表象で

あると思われます。  
 
４．まとめ  

 以上より、医療機器は、知的財産面からみると、長期に渡って注目され、開発

が継続されてきた技術であることが確認されました。特にＡ６１Ｂ（診断；手術；

個人識別）が増加し、Ａ６１Ｍ（人体の中や表面に媒体を導入）やＡ６１Ｆ（血管

へ埋めこむフィルター）の電子的であって比較的高度な技術が増加しています。  
２０２０年以降は（コロナ禍によると思われる）開発が停滞している状況にあり

ますが、更なる取組み・発展に期待致します。 
長野県知財総合支援窓口は、知的財産面から産業の発達や企業の活性化を支援致

しますので、ご活用をお願い致します。  
以上 

（原稿作成 ２０２２年７月）  
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第６図 コロナ禍後の全出願件数 第７図 コロナ禍後の消毒・殺菌 


